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96th Anniversary
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英国・Optasense社 DASテクノロジーのご紹介
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DAS技術を利用した災害検知、警備保障、渋滞予測等を顧客のニーズに
合わせて装置提供、アルゴリズム・ソフトウェア開発提供を行っている
英国の会社。英国QinetiQグループ傘下。

Optasense社とは？
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20 µs が 2 km相当

光アンプ

光センサー

レーザー光パルス

シングルモード
光ファイバーケーブル (コア9µm)

音波

コヒーレントなレーザー光パルスが光ファイバ内に発信されると、ファイバ内
の微小な亀裂から光源に向かって光が反射する（レーリー散乱）。DAS技術と
は光ファイバーに加わった歪が何百万もの微細な亀裂からの反射光に影響し、
強度・位相が変化することを利用した測定方法である。

DAS技術の原理
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DAS（Distributed Acoustic Sensing）とは？

光ファイバーケーブルにパルスを送り、ファイバー内で反射して帰って
くる散乱光の到達時間、位相を解析することで、光ファイバーを極めて
細かいマイクロフォン・アレイとして使うことができる技術
（数十km先まで検知可能）

応用分野：
・鉄道（倒木、脱線、人の立ち入り等の検知）
・自然災害（土砂崩れの発生、地震・津波の発生等）
・パイプラインの漏れや異常検知
・警備保障（空港や重要施設周辺の人や車の立ち入り検知）
・道路（渋滞状況の検知、老朽化による道路の歪検知）
・

レーザーパルス レーリー散乱光

光ファイバケーブル

どこで、何が起こっている（起こりそう）か、を検知できる

それぞれがマイクロフォン
として音・歪検知
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DAS技術によって検出できるイベント（鉄道）

鉄道沿い敷設されている光ファイバーにOptasense社の
インテロゲーターユニットを接続することで、土砂崩
れが起こった場所、時間、規模が特定できる。
（同様に倒木、落石なども検知可能）

インテロゲーター画面 現場の状況
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DAS技術によって検出できるイベント（地震・津波）

光ファイバーケーブル
にOptasense社の
ユニットを接続するこ
とで、光ファイバーそ
のものが無数の地震計
アレイになり、地震や
津波の発生時刻、規模
が特定できる。

インテロゲーター画面
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DAS技術によって検出できるイベント（道路）

道路が渋滞しているかどうか、各セクションの各車両
速度からリアルタイムに示すことが可能
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穴掘り 車の通過 人の検知発砲

DAS技術によって検出できるイベント（警備）

柵沿いに光ファイバーケーブルを敷設することで重要施設の警備が可能
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